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閣僚ポスト(15 ポスト)については、大統領就任(1 月 21 日)から 2 か月かけて順次、
上院の承認を得て、この程、全員の任名手続が終了したが、（注 1）政府全体としてはま
だ道半ばである。アメリカにおいては、閣僚をはじめ上院の承認を必要とする政治任


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（注 2）人数の出典は、Us. House of Representatives / Committee on Oversight and Reform
‘ United States Government Policy and Supporting Positions’（2020） 





（注 4）正確には、国家公安委員長や復興大臣等にも秘書官がそれぞれ 1名置かれる。 
（注 5）2014 年の国家公務員法改正の基本理念等を示す国家公務員制度改革法（平成 20 年法律








（注 9）人数の出典は（注 2）と同じ。 
（注 10）閣内大臣、閣外大臣、政務次官の人数の出典は、UK. Government ‘Ministers’（2020）  
https://www.gov.uk/government/ministers（情報取得：2021．3．25） 
 政務秘書官の人数の出典は、UK. Government ‘LIST OF PARLIAMENTARY PRIVATE 
SECRETARIES OCTOBER 2020’https://www.gov.uk/government/publications/list-of-
parliamentary-private-secretaries（情報取得：2021．3．25） 
（注 11）特別顧問の人数の出典は、UK. Government ‘ANNUAL REPORT ON SPECIAL ADVISERS’
（2020）https://www.gov.uk/government/publications/annual-report-on-special-    
advisers（情報取得：2021．3．25） 
（注 12）特別顧問の職務権限等の出典は、UK. Government ‘CODE OF CONDUCT FOR SPECIAL 
ADVISERS’（2016）https://www.gov.uk/government/publications/code-of-
conduct-for-speciak-advisers（情報取得：2021．3．25） 
（注 13）大臣規範の出典は、UK. Government ‘MINISTERIAL CODE’ (2010) 
https://www.gov.uk/government/publications/ministerial-code  
（情報取得：2021．3．25） 














（注 20）同上書 229頁 
（注 21）ただし、外局の職員の任命権は、非政治家である外局の長官や委員長（ただし、国家公
安委員長は国務大臣）が有する 
（注 22）森園幸男他「全訂版・逐条国家公務員法」440頁・441頁、658頁 
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